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(57)【要約】
【課題】近赤外線に対して優れた遮熱性を有するだけで
なく、遮光性、耐水性、および取扱い性にも優れた遮熱
性布帛および繊維製品を提供する。
【解決手段】単繊維径が１０～１０００ｎｍでありかつ
フィラメント数が２０００本以上のフィラメント糸Ａと
、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメント糸
Ｂとを含む布帛の表裏少なくとも一方の面に樹脂層を積
層する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単繊維径が１０～１０００ｎｍでありかつフィラメント数が２０００本以上のフィラメ
ント糸Ａと、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメント糸Ｂとを含む布帛であり
、該布帛の表裏少なくとも一方の面に樹脂層を積層してなることを特徴とする遮熱性布帛
。
【請求項２】
　前記フィラメント糸Ａがポリエステルからなる、請求項１に記載の遮熱性布帛。
【請求項３】
　前記フィラメント糸Ｂがポリエステルからなる、請求項１または請求項２に記載の遮熱
性布帛。
【請求項４】
　前記フィラメント糸Ａとフィラメント糸Ｂとの重量比が（前者：後者）１５：８５～８
０：２０の範囲内である、請求項１～３のいずれかに記載の遮熱性布帛。
【請求項５】
　布帛が織物組織を有する、請求項１～４のいずれかに記載の遮熱性布帛。
【請求項６】
　前記樹脂層がウレタンフィルムからなる、請求項１～５のいずれかに記載の遮熱性布帛
。
【請求項７】
　遮熱性布帛の厚さが０．１～１．０ｍｍの範囲内である、請求項１～６のいずれかに記
載の遮熱性布帛。
【請求項８】
　遮熱性布帛の目付けが３０～２００ｇ／ｍ２である、請求項１～７のいずれかに記載の
遮熱性布帛。
【請求項９】
　波長０．７８～２μｍの近赤外線の平均反射率が７０％以上である、請求項１～８のい
ずれかに記載の遮熱性布帛。
【請求項１０】
　遮光率が９９．９％以上である、請求項１～９のいずれかに記載の遮熱性布帛。
【請求項１１】
　耐水圧が２００ｋＰａ以上である、請求項１～１０のいずれかに記載の遮熱性布帛。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載の遮熱性布帛を用いてなる、スポーツウエア、アウト
ドアウェア、紳士衣服、婦人衣服、作業衣、カーテン、テント、傘、帽子、日よけシート
、および日よけネットの群より選ばれるいずれかの繊維製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、近赤外線に対して優れた遮熱性を有するだけでなく、遮光性、耐水性、およ
び取扱い性にも優れた遮熱性布帛および繊維製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、夏場の炎天下などにおいて、太陽光を遮蔽するために、日傘、カーテン、日よけ
シートなどの繊維製品が使用されている。そして、かかる繊維製品用の遮熱性布帛として
は、酸化チタンなどの艶消し剤を含有する繊維を用いたものや、織編物表面に光反射性の
金属膜を形成したもの、さらにはナノファイバーと称される超極細繊維を使用したものな
どが提案されている（例えば、特許文献１、特許文献２、特許文献３、特許文献４参照）
。
　しかしながら、遮光性、耐水性、および取扱い性の点でまだ十分とはいえなかった。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－１１７９３５号公報
【特許文献２】特開２００６－１７４９７８号公報
【特許文献３】特開２０１１－１３２６３１号公報
【特許文献４】特開２０１２－１８２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は上記の背景に鑑みなされたものであり、その目的は、近赤外線に対して優れた
遮熱性を有するだけでなく、遮光性、耐水性、および取扱い性にも優れた遮熱性布帛およ
び繊維製品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは上記の課題を達成するため鋭意検討した結果、超極細繊維を用いた布帛に
樹脂層を積層させると、近赤外線に対して優れた遮熱性を有するだけでなく、遮光性、耐
水性、および取扱い性にも優れた遮熱性布帛が得られることを見出し、さらに鋭意検討を
重ねることにより本発明を完成するに至った。
【０００６】
　かくして、本発明によれば「単繊維径が１０～１０００ｎｍでありかつフィラメント数
が２０００本以上のフィラメント糸Ａと、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメ
ント糸Ｂとを含む布帛であり、該布帛の表裏少なくとも一方の面に樹脂層を積層してなる
ことを特徴とする遮熱性布帛。」が提供される。
　その際、前記フィラメント糸Ａがポリエステルからなることが好ましい。また、前記フ
ィラメント糸Ｂがポリエステルからなることが好ましい。また、前記フィラメント糸Ａと
フィラメント糸Ｂとの重量比が（前者：後者）１５：８５～８０：２０の範囲内であるこ
とが好ましい。また、布帛が織物組織を有することが好ましい。また、前記樹脂層がウレ
タンフィルムからなることが好ましい。また、遮熱性布帛の厚さが０．１～１．０ｍｍの
範囲内であることが好ましい。また、遮熱性布帛の目付けが３０～２００ｇ／ｍ２である
ことが好ましい。また、波長０．７８～２μｍの近赤外線の平均反射率が７０％以上であ
ることが好ましい。また、遮光率が９９．９％以上であることが好ましい。また、耐水圧
が２００ｋＰａ以上であることが好ましい。
　また、本発明によれば、前記の遮熱性布帛を用いてなる、スポーツウエア、アウトドア
ウェア、紳士衣服、婦人衣服、作業衣、カーテン、テント、傘、帽子、日よけシート、お
よび日よけネットの群より選ばれるいずれかの繊維製品が提供される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、近赤外線に対して優れた遮熱性を有するだけでなく、遮光性、耐水性
、および取扱い性にも優れた遮熱性布帛および繊維製品が得られる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施例１で用いた織組織図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　まず、フィラメント糸Ａ（以下、「ナノファイバー」と称することもある。）において
、その単繊維径（単繊維の直径）が１０～１０００ｎｍ（好ましくは１００～９００ｎｍ
、特に好ましくは５５０～９００ｎｍ）の範囲内であることが肝要である。かかる単繊維
径を単繊維繊度に換算すると、０．０００００１～０．０１ｄｔｅｘに相当する。該単繊
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維径が１０ｎｍよりも小さい場合は繊維強度が低下するため実用上好ましくない。逆に、
該単繊維径が１０００ｎｍよりも大きい場合は、近赤外線に対して優れた遮熱効果や遮光
性が得られず好ましくない。ここで、単繊維の断面形状が丸断面以外の異型断面である場
合には、外接円の直径を単繊維径とする。なお、単繊維径は、透過型電子顕微鏡で繊維の
横断面を撮影することにより測定が可能である。
【００１０】
　前記フィラメント糸Ａにおいて、近赤外線に対して優れた遮熱効果を得る上でフィラメ
ント数が２０００本以上（より好ましくは５０００～３００００本）であることが肝要で
ある。かかるフィラメント数が２０００本未満の場合、近赤外線に対して優れた遮熱効果
や耐光性が得られないおそれがある。また、フィラメント糸Ａの総繊度（単繊維繊度とフ
ィラメント数との積）としては、５～１５０ｄｔｅｘの範囲内であることが好ましい。
【００１１】
　前記フィラメント糸Ａの繊維形態は特に限定されず、長繊維（マルチフィラメント糸）
でもよいし、短繊維でもよい。なかでも、織編物の組織間空隙を小さくして近赤外線に対
して優れた遮熱効果が得る上で、紡績糸のように繊維が凝集しているよりも長繊維（マル
チフィラメント糸）のように嵩高であるほうが好ましい。単繊維の断面形状も特に限定さ
れず、丸、三角、扁平、中空など公知の断面形状でよい。また、通常の空気加工、仮撚捲
縮加工が施されていてもさしつかえない。
【００１２】
　前記フィラメント糸Ａを形成するポリマーの種類としては特に限定されないが、繊維強
度や染色堅牢性などの点でポリエステル系ポリマーが好ましい。例えば、ポリエチレンテ
レフタレートやポリトリメチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート、ポリ乳
酸、ステレオコンプレックスポリ乳酸、第３成分を共重合させたポリエステルなどが好ま
しく例示される。かかるポリエステルとしては、マテリアルリサイクルまたはケミカルリ
サイクルされたポリエステルや、特開２００９－０９１６９４号公報に記載された、バイ
オマスすなわち生物由来の物質を原材料として得られたモノマー成分を使用してなるポリ
エチレンテレフタレートであってもよい。さらには、特開２００４－２７００９７号公報
や特開２００４－２１１２６８号公報に記載されているような、特定のリン化合物および
チタン化合物を含む触媒を用いて得られたポリエステルでもよい。該ポリマー中には、本
発明の目的を損なわない範囲内で必要に応じて、微細孔形成剤、カチオン染料可染剤、着
色防止剤、熱安定剤、蛍光増白剤、艶消し剤、着色剤、吸湿剤、無機微粒子が１種または
２種以上含まれていてもよい。艶消し剤（酸化チタン）はポリエステル中に含まれていて
もさしつかえないが、艶消し剤がポリエステル中に含まれていなくても近赤外線に対して
優れた遮熱効果が得られるので、フィラメントＡを容易に製造する上で、艶消し剤（酸化
チタン）の含有量はポリエステル重量対比２．５％以下とすることが好ましい。
【００１３】
　次に、フィラメント糸Ｂは、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメント糸であ
る。かかるフィラメント糸Ｂにおいて、艶消し剤がフィラメント糸を形成するポリマー重
量対比１．５重量％以上（より好ましくは２．０重量％以上、特に好ましくは２．０～４
．０重量％）含まれていると、近赤外線に対して優れた遮熱効果が得られ好ましい。
　フィラメント糸Ｂの単繊維径の好ましい範囲は１～２０μｍである。フィラメント糸Ｂ
において、フィラメント数および総繊度としては、フィラメント数１０～２００本、総繊
度１０～３５０ｄｔｅｘの範囲内であることが好ましい。
　かかるフィラメント糸Ｂを形成するポリマーとしては、前記フィラメント糸Ａと同様の
ポリエステル系ポリマーが好ましい。
【００１４】
　本発明の遮熱性布帛物において、布帛に含まれる前記フィラメント糸Ａとフィラメント
糸Ｂとの重量比としては、（前者：後者）１５：８５～８０：２０の範囲内であることが
好ましい。なお、本発明の遮熱性布帛は、前記フィラメント糸Ａとフィラメント糸Ｂだけ
で構成されることが最も好ましいが、織編物重量に対して５０重量％以下であれば他の繊
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維が含まれていてもよい。
　前記フィラメント糸Ａとフィラメント糸Ｂとは、複合糸として布帛に含まれていてもよ
いし、両者が引き揃えられて含まれていてもよいし、両者が交編または交織されていても
よい。特に、近赤外線に対して優れた遮熱効果を得る上で両者が交編または交織されてい
ることが好ましい。
【００１５】
　本発明の遮熱性布帛において、布帛の組織は特に限定されず、例えば、織物組織として
は、平織、斜文織、朱子織等の三原組織、変化組織、変化斜文織等の変化組織、経二重織
、緯二重織等の片二重組織、たてビロードなどが例示される。層数も単層でもよいし、２
層以上の多層でもよい。編物の場合は、よこ編物であってもよいしたて編物であってもよ
い。よこ編組織としては、平編、ゴム編、両面編、パール編、タック編、浮き編、片畔編
、レース編、添え毛編等が好ましく例示され、たて編組織としては、シングルデンビー編
、シングルアトラス編、ダブルコード編、ハーフトリコット編、裏毛編、ジャガード編等
が例示される。層数も単層でもよいし、２層以上の多層でもよい。また、製編織方法も通
常の織編機（例えば、通常のウオータージェットルーム、エアージェットルーム、丸編機
など）を用いた通常の方法でよい。
　なかでも、布帛が経二重織物であり、前記フィラメント糸Ａが該織物の緯糸に配され、
かつ前記フィラメント糸Ｂが該織物の経糸に配されていると、赤外線を効果的に反射する
という理由で、近赤外線に対して優れた遮熱効果が得られ好ましい。
【００１６】
　特に遮熱性布帛が、下記式に定義するカバーファクターＣＦが１２００以上（より好ま
しくは１４００～５０００）の織物であると、特に優れた遮熱効果が得られ好ましい。
ＣＦ＝（ＤＷｐ／１．１）１／２×ＭＷｐ＋（ＤＷｆ／１．１）１／２×ＭＷｆ
［ＤＷｐは経糸総繊度（ｄｔｅｘ）、ＭＷｐは経糸織密度（本／２．５４ｃｍ）、ＤＷｆ
は緯糸総繊度（ｄｔｅｘ）、ＭＷｆは緯糸織密度（本／２．５４ｃｍ）である。］
【００１７】
　かかる布帛は例えば以下の製造方法により製造することができる。まず、海成分と、そ
の径が１０～１０００ｎｍである島成分とで形成される海島型複合繊維（フィラメント糸
Ａ用繊維）を用意する。かかる海島型複合繊維としては、特開２００７－２３６４号公報
に開示された海島型複合繊維マルチフィラメント（島数１００～１５００）が好ましく用
いられる。
【００１８】
　ここで、海成分ポリマーとしては、繊維形成性の良好なポリエステル、ポリアミド、ポ
リスチレン、ポリエチレンなどが好ましい。例えば、アルカリ水溶液易溶解性ポリマーと
しては、ポリ乳酸、超高分子量ポリアルキレンオキサイド縮合系ポリマー、ポリエチレン
グルコール系化合物共重合ポリエステル、ポリエチレングリコール系化合物と５－ナトリ
ウムスルホン酸イソフタル酸の共重合ポリエステルが好適である。なかでも、５－ナトリ
ウムスルホイソフタル酸６～１２モル％と分子量４０００～１２０００のポリエチレング
ルコールを３～１０重量％共重合させた固有粘度が０．４～０．６のポリエチレンテレフ
タレート系共重合ポリエステルが好ましい。
【００１９】
　一方、島成分ポリマーは、最終的にフィラメントＡを形成するポリマーであり、前記の
ようなポリエステルが好ましい。該ポリマー中には、本発明の目的を損なわない範囲内で
必要に応じて、微細孔形成剤、カチオン染料可染剤、着色防止剤、熱安定剤、蛍光増白剤
、艶消し剤、着色剤、吸湿剤、無機微粒子が１種または２種以上含まれていてもよい。
【００２０】
　上記の海成分ポリマーと島成分ポリマーからなる海島型複合繊維は、溶融紡糸時におけ
る海成分の溶融粘度が島成分ポリマーの溶融粘度よりも大きいことが好ましい。また、島
成分の径は、１０～１０００ｎｍの範囲とする必要がある。その際、該径が真円でない場
合は外接円の直径を求める。前記の海島型複合繊維において、その海島複合重量比率（海
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：島）は、４０：６０～５：９５の範囲が好ましく、特に３０：７０～１０：９０の範囲
が好ましい。
【００２１】
　かかる海島型複合繊維は、例えば以下の方法により容易に製造することができる。すな
わち、前記の海成分ポリマーと島成分ポリマーとを用い溶融紡糸する。溶融紡糸に用いら
れる紡糸口金としては、島成分を形成するための中空ピン群や微細孔群を有するものなど
任意のものを用いることができる。吐出された海島型複合繊維（マルチフィラメント）は
、冷却風によって固化され、好ましくは４００～６０００ｍ／分で溶融紡糸された後に巻
き取られる。得られた未延伸糸は、別途延伸工程をとおして所望の強度・伸度・熱収縮特
性を有する複合繊維とするか、あるいは、一旦巻き取ることなく一定速度でローラーに引
き取り、引き続いて延伸工程をとおした後に巻き取る方法のいずれでも構わない。さらに
、仮撚捲縮加工を施してもよい。かかる海島型複合繊維（フィラメント糸Ａ用マルチフィ
ラメント）において、単糸繊維繊度、フィラメント数、総繊度としてはそれぞれ単糸繊維
繊度０．５～１０．０ｄｔｅｘ、フィラメント数５～７５本、総繊度３０～１７０ｄｔｅ
ｘ（好ましくは３０～１００ｄｔｅｘ）の範囲内であることが好ましい。ここで、最終的
に得られるフィラメントＡのフィラメント数を２０００本以上とする上で、前記島成分の
島数と、海島型複合繊維のフィラメント数との積が２０００以上であることが肝要である
。
【００２２】
　また、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメント糸Ｂを用意する。
　次いで、前記海島型複合繊維（フィラメント糸Ａ用マルチフィラメント）とフィラメン
ト糸Ｂとを用いて、さらに必要に応じて他の繊維（弾性繊維やポリエステル繊維など）を
も用いて前記のような布帛を製編織する。
　次いで、該布帛にアルカリ水溶液処理を施し、前記海島型複合繊維の海成分をアルカリ
水溶液で溶解除去し、海島型複合繊維を単繊維径が１０～１０００ｎｍのフィラメント糸
Ａとすることにより、単繊維径が１０～１０００ｎｍでありかつフィラメント数が２００
０本以上のフィラメント糸Ａと、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメント糸Ｂ
とを含む織編物を得る。その際、アルカリ水溶液処理の条件としては、濃度３～４％のＮ
ａＯＨ水溶液を使用し５５～６５℃の温度で処理するとよい。
　また、常法の起毛加工、撥水加工、さらには、紫外線遮蔽あるいは制電剤、抗菌剤、消
臭剤、防虫剤、蓄光剤、再帰反射剤、マイナスイオン発生剤等の機能を付与する各種加工
、バッフィング加工またはブラシ処理加工を付加適用してもよい。
【００２３】
　本発明の遮熱性布帛は、かかる布帛の表裏少なくとも一方の面（両面でもよいが、軽量
性の点で片面のみであることが好ましい。）に樹脂層を積層してなるものである。
　前記樹脂層を形成する樹脂の種類としては、ウレタン樹脂、アクリル樹脂、ポリエステ
ル樹脂、シリコーン樹脂、塩化ビニル樹脂、ナイロン樹脂など公知のバインダー樹脂でよ
い。また、樹脂の基布に対する付着量は、樹脂固形分基準で基布に対して０．０１～４０
ｇ／ｍ２（より好ましくは５～３０ｇ／ｍ２）の範囲内であることが好ましい。
【００２４】
　樹脂層を積層する方法としては、前記の布帛に、上記樹脂からなるフィルムを貼り合わ
せるか、または上記樹脂を含む配合組成物を付与するとよい。
　その際、かかる配合組成物は水系、溶剤系のいずれで構成してもよいが、加工工程の作
業環境上水系の方が好ましい。溶剤としては、トルエン、イソプロピルアルコール、ジメ
チルホルムアミド、メチルエチルケトン、酢酸エチルなどが例示される。この配合組成物
には、エポキシ系などの架橋剤を併用してもよい。さらに、布帛本体に対する付着性を向
上させる等の目的で適当な添加剤をさらに配合してもよい。
　布帛への配合組成物の付与手段としては、グラビヤコーテイング法、スクリーンプリン
ト法などの、公知の付与手段を用いることができる。
【００２５】
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　ここで、前記配合組成物を織物に付与する前および／または後に、織物にカレンダー加
工および／または撥水加工を施すと、組織間空隙が小さくなるため遮光性がさらに向上し
好ましい。撥水加工としては、例えば、特許第３１３３２２７号公報や特公平４－５７８
６号公報に記載された方法が好適である。すなわち、撥水剤として市販のふっ素系撥水剤
（例えば、旭硝子（株）製、アサヒガードＬＳ－３１７）を使用し、必要に応じてメラミ
ン樹脂、触媒を混合して撥水剤の濃度が３～１５重量％程度の加工剤とし、ピックアップ
率５０～９０％程度で、該加工剤を用いて布帛の表面を処理する方法である。加工剤で織
物の表面を処理する方法としては、パッド法、スプレー法などが例示され、なかでも、加
工剤を布帛内部まで浸透させる上でパッド法が最も好ましい。なお、前記ピックアップ率
とは、加工剤の織物（加工剤付与前）重量に対する重量割合（％）である。また、カレン
ダー加工の条件としては、温度１３０℃以上（より好ましくは１４０～１９５℃）、線圧
２００～２００００Ｎ／ｃｍの範囲内であることが好ましい。
【００２６】
　かくして得られた遮熱性布帛において、厚さは０．１～１．０ｍｍの範囲内であること
が好ましい。該厚さが０．１ｍｍよりも小さいと、近赤外線に対して優れた遮熱効果や遮
光性が得られないおそれがある。逆に該厚さが１．０ｍｍよりも大きいと軽量性が低下す
るおそれがある。
　また、遮熱性布帛の目付けとしては、３０～２００ｇ／ｍ２であるの範囲内であること
が好ましい。該目付けが３０ｇ／ｍ２よりも小さいと、近赤外線に対して優れた遮熱効果
や遮光性が得られないおそれがある。逆に該厚さが２００ｇ／ｍ２よりも大きいと軽量性
が低下するおそれがある。
【００２７】
　かかる遮熱性布帛は単繊維径が１０～１０００ｎｍでありかつフィラメント数が２００
０本以上のフィラメント糸Ａと、単繊維径が１０００ｎｍよりも大きいフィラメント糸Ｂ
とを含む布帛であり、該布帛の表裏少なくとも一方の面に樹脂層を積層しているので、近
赤外線に対して優れた遮熱性を有するだけでなく、遮光性、耐水性、および取扱い性にも
優れる。
　その際、波長０．７８～２μｍの近赤外線の平均反射率が７０％以上であることが好ま
しい。また、遮光率が９９．９％以上であることが好ましい。また、耐水圧が２００ｋＰ
ａ以上であることが好ましい。
【００２８】
　次に、本発明の繊維製品は、前記の遮熱性布帛を用いてなる、スポーツウエア、アウト
ドアウェア、紳士衣服、婦人衣服、作業衣、一般衣料、カーテン、テント、傘地、帽子、
日よけシート、および日よけネットの群より選ばれるいずれかの繊維製品である。かかる
繊維製品は前記の遮熱性布帛を用いているので、近赤外線に対して優れた遮熱性を有する
だけでなく、遮光性、耐水性、および取扱い性にも優れる。
【実施例】
【００２９】
　次に本発明の実施例及び比較例を詳述するが、本発明はこれらによって限定されるもの
ではない。なお、実施例中の各測定項目は下記の方法で測定した。
【００３０】
（１）溶融粘度
　乾燥処理後のポリマーを紡糸時のルーダー溶融温度に設定したオリフィスにセットして
５分間溶融保持したのち、数水準の荷重をかけて押し出し、そのときのせん断速度と溶融
粘度をプロットした。そのプロットをなだらかにつないで、せん断速度－溶融粘度曲線を
作成し、せん断速度が１０００秒－１の時の溶融粘度を見た。
【００３１】
（２）溶解速度
　海・島成分の各々０．３φ－０．６Ｌ×２４Ｈの口金にて１０００～２０００ｍ／分の
紡糸速度で糸を巻き取り、さらに残留伸度が３０～６０％の範囲になるように延伸して、
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８４ｄｔｅｘ／２４ｆｉｌのマルチフィラメントを作製した。これを各溶剤にて溶解しよ
うとする温度で浴比１００にて溶解時間と溶解量から減量速度を算出した。
【００３２】
（３）単繊維径
　織編物を電子顕微鏡で写真撮影した後、ｎ数５で単繊維径を測定しその平均値を求めた
。
【００３３】
（４）布帛の厚さ
　ＪＩＳ　Ｌ１０９６　８．５に従って測定した。
【００３４】
（５）布帛の目付
　ＪＩＳ　Ｌ１０９６　６．４．２に従って測定した。
【００３５】
（６）近赤外線の反射率
　島津製作所製「ＵＶ３１００Ｓ　ＭＰＣ－３１００」で、波長７８０ｎｍ～２μｍの範
囲の近赤外線に対する平均反射率を測定した。
【００３６】
（７）織物のカバーファクターＣＦ
　下記式により織物のカバーファクターＣＦを求めた。
ＣＦ＝（ＤＷｐ／１．１）１／２×ＭＷｐ＋（ＤＷｆ／１．１）１／２×ＭＷｆ
［ＤＷｐは経糸総繊度（ｄｔｅｘ）、ＭＷｐは経糸織密度（本／２．５４ｃｍ）、ＤＷｆ
は緯糸総繊度（ｄｔｅｘ）、ＭＷｆは緯糸織密度（本／２．５４ｃｍ）である。］
【００３７】
（８）耐水圧
　ＪＩＳ　Ｌ１０９２　７．１　Ｂ法に従って耐水圧（ｋＰａ）を測定した。
【００３８】
（９）遮光率
　ＪＩＳ　Ｌ１０５５　Ａ法により測定した。
【００３９】
（１０）取扱い性
　布帛を裁断した際にシワができるか否かで取扱い性を判定した。
【００４０】
　　［実施例１］
　島成分としてポリエチレンテレフタレート（２８０℃における溶融粘度が１２００ポイ
ズ、艶消し剤の含有なし）、海成分として５－ナトリウムスルホイソフタル酸６モル％と
数平均分子量４０００のポリエチレングリコール６重量％を共重合したポリエチレンテレ
フタレート（２８０℃における溶融粘度が１７５０ポイズ）を用い（溶解速度比（海／島
）＝２３０）、海：島＝３０：７０、島数＝８３６の海島型複合未延伸糸を、紡糸温度２
８０℃、紡糸速度１５００ｍ／分で溶融紡糸して一旦巻き取った。
　得られた未延伸糸を、延伸倍率２．５倍でローラー延伸し、次いで１５０℃で熱セット
し、海島型複合延伸糸（フィラメント糸Ａ用マルチフィラメント）として巻き取った。得
られた海島型複合延伸糸は５６ｄｔｅｘ／１０ｆｉｌであり、透過型電子顕微鏡ＴＥＭに
よる繊維横断面を観察したところ、島の形状は丸形状でかつ島の径は７００ｎｍであった
。
【００４１】
　一方、フィラメント糸Ｂとして、ポリエチレンテレフタレートマルチフィラメント５６
ｄｔｅｘ／７２ｆｉｌ（帝人（株）製）を用意した。
　次いで、経糸用として前記フィラメント糸Ｂを無撚にて整経し、一方で、緯糸用として
、前記海島型複合延伸糸（フィラメント糸Ａ用マルチフィラメントを用い、通常のレピア
織機を使用して、織密度を経３７２本／２．５４ｃｍ、緯２００本／２．５４ｃｍにて図
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　そして、該織物を温度５５℃の２．５％水酸化ナトリウム水溶液にて上記海島型複合繊
維の海成分のみを溶解した。その後、温度１２０℃、キープ時間２０分にて通常のリラッ
クス、温度１３０℃、キープ時間４５分にて通常の染色加工を施した。さらに、温度１８
０℃、時間１分で乾熱ファイナルセットを施した。
　さらに、厚さ１０μｍ（目付け１６ｇ／ｍ２）のウレタンフイルム（市販品）を接着剤
で織物の片面に貼り合わせた。
【００４２】
　得られた織物において、目付けは１４０ｇ／ｍ２であり、厚さは２００μｍであった。
また、該織物に含有されるフィラメント糸Ａの重量は３５ｇ／ｍ２、フィラメント糸Ａの
単繊維径は７００ｎｍであり、フィラメント数は８３６０本であった。また、該織物に含
有されるフィラメント糸Ｂの重量は６５ｇ／ｍ２、フィラメント糸Ｂの単繊維径は１６μ
ｍであった。また、該織物において、近赤外線の平均反射率は７５％であった。また、遮
光率が９９．９％、耐水圧が３６９ｋＰａであった。
　次いで、該織物を用いて傘を得て使用したところ、近赤外線に対して優れた遮熱性を有
し、かつ太陽光に対して優れた遮光性、かつ、雨に対しても優れた耐水性を有するもので
あった。また、取扱い性に優れるものであった。また、晴雨兼用傘として用いることがで
きた。
【００４３】
　　［実施例２］
　実施例１において、織密度を経３３０本／２．５４ｃｍ、緯２３１本／２．５４ｃｍに
てツイル織組織にて製織すること以外は実施例１と同様に織物を製織した。
　得られた織物において、目付けは１００ｇ／ｍ２であり、厚さは１５０μｍであった。
該織物に含有されるフィラメント糸Ａの重量は３３ｇ／ｍ２であった。また、該織物にお
いて、近赤外線の平均反射率は７３％であった。また、遮光率が９９．９％、耐水圧が３
６９ｋＰａであった。
　次いで、該織物を用いて傘を得て使用したところ、近赤外線に対して優れた遮熱性を有
し、かつ太陽光に対して優れた遮光性、かつ、雨に対しても優れた耐水性を有するもので
あった。また、取扱い性に優れるものであった。また、晴雨兼用傘として用いることがで
きた。
【００４４】
　　［比較例１］
　ウレタンフィルムを張り合わせなかったことを除き、実施例１と同じ操作を繰り返した
。
　得られた織物において、目付けは１００ｇ／ｍ２であり、厚さは１７０μｍであった。
該織物に含有されるフィラメント糸Ａの重量は３５ｇ／ｍ２、また、フィラメント糸Ａの
単繊維径は７００ｎｍであり、フィラメント数は８３６０本であった。また、該織物に含
有されるフィラメント糸Ｂの重量は６５ｇ／ｍ２、フィラメント糸Ｂの単繊維径は１６μ
ｍであった。また、該織物において、近赤外線の平均反射率は７５％であった。また、遮
光率が９５％、耐水圧が５ｋＰａであった。
　次いで、該織物を用いて傘を得て使用したところ、近赤外線に対して遮熱性が低下し、
太陽光に対して遮光性や雨に対する耐水性も十分ではなかった。また、取扱い性は不良で
あった。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明によれば、近赤外線に対して優れた遮熱性を有するだけでなく、遮光性、耐水性
、および取扱い性にも優れた遮熱性布帛および繊維製品が提供され、その工業的価値は極
めて大である。
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